























































2) 2.4-Dの起源~.4・D 即ち 十1 . > け
.-CH! COOH (2. 4・.D.ichlω句henoxr~tic RCid) 













ざしては 1944年に J.W. Mitchellさ C.L. 
Haaluer(52)t"; 2. 4・D に Cぽ bowax~加へた被で
豆の生育の抑制作用を試験中この物質がま理探的
除草剤ざしての使用を暗示したこさに始ま旬、
吹いて同年 C.L. Hamnerさ H.B. Tuk:ey¥17> 
の雨氏が 2.4・D さ 2.4. i-T (2.4.5.凶.6hlcト
C..i捧，~ 古事38~島 修2・67-78頁 11'9】 -27-
rtph旬。'ry峨山舵id)が商拝ひろがほ其他の舞
恥殺すこ戸献したo.叉同年D・C.M'arth， 





































セトア Eド、 2.4ふT.2.4-Dプロピオン酸、 H.





























• 7.1<...・H ・H ・・・・・・・.....……・・・・・・50
〈調F民の報告より崎被)
備、来者の引用文献~追加すれば、 2'.4-D ，玄




























-s (1) 1'ao戸opyl~N-phen:rl carbamate ~ 1エー



























したQJ. 4. A，t1Iierson:， DI E. Wolf(7s) (1948)は
トー毛田コシ畑の黛寧防除に植付即日さ同8日
、








。 毒カ'Þ'>残る~ O. J. O. J略 ensen，C. L. H阻 mer判































感'Þ~;r，O)鈍る 00.L. Hamner. H. B. Tukey(吋 1944)
は2.4-Do. 1% ~ 11り・Fの温水で撒布した時は
早4雑草ぞ殺したが比較的寒い筑温(45-75・〉
戸建<，3-4週間後巳完全に組ぎれたoP.C. 
M敏也 F.F. Davis<I'I)(1945)は 2.4・Dの0.05，
-99ー I (18) 
。.1，0.15%液で試験し火、 3濃度実大鰹悶効





液~t<月に施用した時は 1 ヱーヵー嘗1'.3/4 ポ
ンド.セ￡いが.3 月には 3~・ンドが必要さ云ふe
叉A.E. Hitchc∞k P. W. Zimmer副也?〉〈194η
はO.1%;a.5.6.9月よりも7月の撒布が主主もよい・
叉芝生には春秋2回が効果的である。共に降雨
















White， A. G. Villafalle【i2)(194のや、.E. lVI. 
Hil必rand(~11(H);;6)1二よって麓明せられてゐる.
その時魚類なEには影響がないa以上は何れも t








建(湾)As! 05 (20')の.稀加がよいさ云ふ'J ~G.s.










な3 い植物l二ぜ若ι5"の Ge岨 31XLatex さ
商事ばれる物質ぞ混合すれば9日以内にその植物
は殺される。これは2.4・Dの雑草殺の機構研究
の手掛にならんさ云ふ。 J.A: B. N olt1l.\'N吃1W~)
も2.4・Dに芳香族の石油等の濡加が2.4・D'，の活








大であi50 R. K. Ta血【回)(1941)は草木は2.4・])
が少し優払樹木には 24.5・T が毒j}が方t$"~ 、.
_3t 2.4・D 酸~ NH..2.4・Dや Na，2・4・])は犬韓
同前カ〈以やさいふが、 NH4温の方がNo.壇より
ぃ。じかしE.'よ KrausJ. W.l¥IitcheW的 (194η 効力が大きいfめざ云ふ‘叉 W.H. Minshall(町
は粉聞は比較的効果が少かったl{!Pち漁度が加 (1948)はツb'9)レジ努H二就て除草剤の効力比較
〆 はちこさが毒性作帰~培加する暗示を得たさも は2.4・D 〆チルヱスア )v，.~~アンモニ才ズル
云;.C、c:;x~:，: B. 耳.lt碍s!'y(z; >( 1946)拡0.1%の2. '77 i f>壇素酸曹達>2・叩酸>NH.・2.4心
4・Dはプタクサを殺す町、岡0.15%のものは古 .>.2.4・Dトリヱタールアミジの顕であるさ云ふ.
ぃ世物植を殺さないーしかしその時花粉の形成 A.. S. Craft(lOl(1948)は2.4占の1スアルはNH.
を阻止するoF.G.S凶.th(町側(1946)もρ1%の ・2.4・Dより議性が高いo~ NH.弘 4・Dが Na.
2.4-・D波又はOilの24・.Q傍液をフオツグマシν 2. 4-D よりも議暴力が多 v;'o そして除草剤~\して
で撒布して事紛の形成阻害の結:W:J.包得てゐるー の非電解物質l本選、葉のクチクラより器入し易
〈ホ)2."Dと他の物質の混合が除草却1・t、が電解賀は銀から吸牧せられてこれぞ設す。






















形を生歩る!i..L. P. 8ibbitt R. H. H町 si州 (1948)
』 は 2.4・D が動l、~句品質I二及陪す試験に於て
Na.2.(-Vはその製粉え製パン上位性質じは彬響




シグ 4 チずの生育泌の第 1 年次の全j副-;:~~:J年 4
次は政呆後に 2.4心令除;隼JHにi散布出来るa












































・菊科 ・ベ ヂキ キリシサク、アサ:i.類、ヒジ







セアカシア、 アズハンノキ C-tナJギ類、 J1< 
ノキ〉
作物・・チシ 、 ト了 h ニレ:;;シ、ヲ夕、 アプ
ヨテ、 :h プ7.~カン? .....、ダ:"コシ、アレサ4
〈制札、砂梅、フダンサク〉ヰーレシサク。

















































































い)IPC 鮒也に蹴て・・机 G~ 'J'emplem阻.
W. A. SextQn(副)(19必)(英圃〉は laopropyl




抑制した。又J.W. Mittchell L. W. Kel'h制 .(61)
(1947) は IPU 冶 1 エーカー嘗 10 ホ，~ド施周
(~ -~-
すれば畑の禾本科雑草~6 週間後に全く殺すか
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